
１　結果

５．学校は、間違った行動は、厳しく指導している。 ６．学校は、子どものことについての相談に適切に応じている。

７．学校は、学校だよりや学年だより、ホームページなどで
教育活動をわかりやすく伝えている。

８．学校は、教育活動を保護者や地域に積極的に公開している。

1. 子どもは、「学校に行くのが楽しい。」と言っている。 ２．子どもは、「授業が分かりやすい。」と言っている。

３．子どもは、「進んで学習に取り組んでいる。」と言っている。
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※この調査は、１２月に全保護者を対象に、記名式で実施しました。（有効回答２２２人　１００％）

※グラフは回答の割合を表示。

　　凡例は左から４（あてはまる）、３（ややあてはまる）、２（ややあてはまらない）、１（あてはまらない）の順に表示。

４．学校は、子どもたち一人ひとりを大切にし、よく理解している。
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11．子どもは、家庭学習や読書の習慣が身についている。 12．子どもは、「早寝早起き朝ごはん」の習慣が身についている。

２　考　察

13．子どもは、「ありがとう」や「ごめんなさい」がはっきり言える。 14．子どもの間違った行動は、厳しく指導している。

15．家庭では、子どもとのふれ合いに努めている。

はじめに
　　１学期に引き続き記名式にてアンケート調査を実施いたしました。今回も保護者全員からのご回答をいただくことができ
　ましたことに感謝申し上げます。
○１５項目中、１２項目で「あてはまる」「ややあてはまる」の合計が９０％を超え、高い評価をいただいている。
○「あてはまる」の単独で７０％を超えたのは、「学校からの情報提供（７６．１％）」と「教育活動の公開（７９．３％）」
　　２項目であった。
▲「あてはまる」の回答で１学期末より数値が伸びたのは、１５項目中１項目「子どもの間違った行動を厳しく指導している
　　（６７．６％）」だけであった。課題を明確にして対処していきたい。
▲「子供は、家庭学習や読書の習慣が身についている」の設問では、「あてはまる」が２７．９％、「ややあてはまる」
   　が５２．９％で、前回よりも下回った。学力向上は家庭との連携が不可欠。今後の最重要課題として取り組みたい。
▲「あてはまる」が４０％を下回った「進んで学習に取り組む（３６．５％）」「家庭学習・読書習慣」（２７．９％）」
　　「ありがとう・ごめんなさいが言える（３４．２％）」は、学校主導のもと家庭との連携の中でポイントを伸ばしたい。

９．学校は、校舎内外がきれいに清掃され、気持ちのよい
環境を整えている。

10．学校は、子どもたちの安全や健康に配慮している。
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